202５年度報告書
2025年4月1日から2026年３月３１日まで

生き×居きコミュニティ　

１　総括
　202５年度も例年通り青少年・若者向けの居場所・サードスペース創りをテーマに展開。
居場所は毎週1回（月4回）木曜日の夜間帯の時間で実施しそのうち1回は横浜市青少年育成センター

（公益財団法人よこはまユース）との協催企画ユースカフェ事業として月1回の毎月第4木曜日に実施した。また日曜日（原則第1日曜日に実施）はボードゲーム会を実施し居場所のフリースペース等と違いどのように過ごしていいか分からない方向けのボードゲームをツールとした参加メンバー同士の対話交流の場を創る機会も継続して行った。これらは前年度以前からの継続事業で中身のコンテンツは少し変更しつつも大きな変化は実感しなかった。

前年度以前との変化は１つは外部での出展の場が幾つか出来上がった事。前年度に出来た動きを継続する事でこの時期にこのイベントがあってこのような出展をするという土台この2年間で出来上がった。
神奈川県立青少年センターで実施されるフリフリフェスタや子どもフェスタ、湘南台駅前で2週間程度実施されるパネル展示とトークイベントの出演、年末に横浜市青葉区すすき野地域ケアプラザで実施されるすすき野庵年末大感謝祭、年度末の3月に町田市にあるNPO法人ゆどうふ主催で開催されるyoudofesuteival等年間5回程他機関主催のイベントでパネルの出展やブースでのリサイクル品や物品販売、ライブでのパフォーマンス等の機会を得られた。
もう1つは講演依頼を計6回程頂けた事、主にゲストとしてのパネルディスカッションがメインだが

ひきこもり関連の団体や公的機関からの依頼が6回実施出来た事は昨年度以前と比べて良い兆候となった。年度末の3月13日（金）には次年度よりスタートする夜のユース・ステーションin東戸塚のプレイベントも実施しタウンニュースの取材を受けた。
2　実施した事業
1 居場所・フリースペース
· フリースペース・ボードゲーム初心者会、ショートドラマサークル、参加者提案企画会の４本柱をコンテンツに実施。
· フリースペースは毎月第３木曜日夜間、ショートドラマサークルは第１木曜日夜間、参加者提案企画は第2木曜日夜間、　ボードゲーム初心者会は第1日曜午後で実施
· ショートドラマサークルは寸劇を事前に台本等準備せずその日集まったメンバーでストーリーや役柄を考え実施するもの、参加者提案企画は参加者がやってみたいゲームやコンテンツを自由に提案し実施出来る場として実施。
2 ボードゲームジャンル会
ボードゲームジャンル会という名称で実施。（中級者向け）
2ヶ月に一度日曜日午前に実施。※12月で終了
3 　生き×居きライブ♪
7月と2月の年2回実施。7月は人数限定（スタジオの定員人数が少数で設定されている為）を設けてリアル、生配信で横浜桜木町駅前のぴおシティにある青少年交流広場さくらリビングスタジオで実施。2月は初めて人数を限定しない客入れを行い、リアル・生配信で実施。場所も藤沢新堀ライブ館2階クルーバースタジオという50人程度収容可能な場所で実施を試みた。
4 ユースカフェ＠おむすびcafe
昨年度より横浜市青少年育成センターより委託を受けたユースカフェ事業を今年度より協催という形で実施し、毎月第4木曜日開催。また同じく昨年度迄自主事業として実施していたおむすびcaféと合わせたユースカフェ＠おむすびCaféを実施。
5 ちんや食堂で実施の食事処
生き×居き食堂という名所の元、食事が出来る場を月に1度開催。地域の街中華食堂という場所の
特性を考えた食事処を展開　8月より【11月を除く】月1回第１または第2水曜日で実施した。
6 外部イベント
厚生労働省主催のひきこもりvoicestation全国キャラバンin神奈川にてパネラーとして登壇

北部ユースプラザ主催の令和7年度　第4回　北部地域若者支援連絡会、支援者・行政向けパネルトーク自立？自律？生きやすい社会はどっち？にパネラーとして登壇

ヒューマン・スタジオ主催のヒュースタ超会議・ひき子の部屋にゲスト出演：居場所についての活動の紹介や居場所を運営する事について主催者とトーク対談。

神奈川県立青少年センター主催子どもフェスタにて駄菓子屋の出展
神奈川県立青少年センターフリフリフェスタ実行委員会主催による不登校・ひきこもり等関係団体による出展の場フリフリフェスタにてステージ・ブース(フリーマーケット)での出展
湘南台駅地下イベントにてトークライブ寸劇とブースの出展

すすき野地域ケアプラザにてすすき野庵年末大感謝祭にトークライブ・寸劇・唄とダンスで出演

町田市内ライブハウスにてNPO法人ゆどうふ主催の団体同士の文化・交流イベント

Youdofesutebalにて唄とダンス・寸劇で出演

これらの活動へ単発のボランティアも募集しボランティア体験できる場も設ける。
　
7 個別トークタイム
若者が直面する悩み・モヤモヤを吐き出せる場として、また個別にお話し出来る場として開催。

悩みを話す事でラクになったり、モヤモヤを言葉にすることでリフレッシュする為の場創りの一環として個別サポートも実施。
8 　その他運営・広報活動等
· 年度を通しブログ、FBを中心に活動の中でおこった事を取り上げる。
· 活動のお知らせはブログの他、ＳＮＳやネット上の地元掲示板にて適時掲載。
· 活動のコンテンツ毎にチラシを作成。
· 地域でつながるワカモノ×NPOインターンシッププログラムの受け入れ団体として参画
